
1.鳥取平野 
7.中国地方 

 

 

地形・地質 

鳥取平野は千代川の下流部に発達する沖積平野，倉吉低地は天神川・小鴨川・竹田

川の流域に広がる小低地，鳥取平野と倉吉低地の間の標高 300～500m の台地は気

高台地です。 

鳥取平野の第四紀の層相区分 

 



地下水 

鳥取平野では A3 層と D1-3 が帯水層です。倉吉低地は天神川の氾濫原に良質な

伏流水があります。気高台地では，主に鮮新世の火山岩類からなる台地の谷あいに，

30 カ所をこえる湧水があり，中国地方の中でも有数の湧水地帯となっています。 

 

気高台地の水文地質概略図 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

   http://www.jagh.jp/jp/g/activities/committee/research/gwdb.html（日本地下水学会） 

 


